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ＮＰＯは平成 23 から自主運営となりました。その運営を円 に うために平成 22 を
とし、23 から 25 までの 動指拏である「新中期経営計画」を 成しました。この計画の基本命
題は下記の 3 項目でした。 

１）教室の確保。プラザのほか、新百合 21 ル、 への 。その際財 の いた く 
２） るカリキュラムの設計。企画・運営委員会の新設、カリキュラム企画・編成委員会の再構築 
３）財務の健 。「 る 計り る 」 とし、 に収支 と る 

今回は財務の問題に絞って報告いたします。収支の実績と今後の予想は下表の様になります。 
 

収支の実績と今後の予想（単位：百万円） 
項  目 21 実績 22 実績 23 実績＋予想 24 25 予想

（ 平 ） 
収入 ６０ ５９  ＊1 ６８  ＊２ ６９ 

支
出 

事業費 ３２ ３３ ３５ ３５ 
拻 費 １７ ２６ ３２ ３３ 

計 ４９ ５９ ６７ ６８ 
収支 ＋１１ ＋０ ＋１ ＋１ 

受講生延べ数 ５，２５８ ６，０８２ ６，０１６ ６，１００ 
＊1）22 の収入減（対 21 ：－1 百万円）：21 より延べ受講数増加効果等で 6 百万円の増収 
となりましたが、財 からの運営業務受 、講座・ワークショップ拆担 等の 7 百万円減をカバー出来 
ませんでした。＊２）23 の増収のうち 8 百万円は受講 上げ効果です。 
 

期間を通して財 からの および情報の拶 を受け、自主運営の努 を続けてきました。 来
から講師 は受講 で ってきましたので、財務上の問題点は 

１） からの拆担 の  
２）事務拈 員の 拆担 
３）学 やカリ ュラム企画・編成 員会等各 員会費 の拆担 

を受講 で う運営を 何にして実現するかにありました。このためにＮＰＯとしては 
１）ボランティアによる経営と講座・ワークショップ運営の推進(NPO 役員と世話人のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ化） 
２）新講座（ ク レント 、 、 、現代事情）の開勳と広報努 による受講生数の増大 
３）受講 の 上げ 
４）講師 の引き下げ 

で対応し、拊 の が実現できるまでになりアカデミーを継続し得る 通しが得られました。受講生
の皆様には受講 の 上げを認めていただいた上で、ボランティアのかたちで講座・ワークショップの
運営を世話人として担当いただきました。これだけの規模と内容を持つアカデミーの運営がボランティ
アによって担われてきた事は全国に誇ってよい成果だと考えられます。お蔭さまで財務的には「新中期
経営計画」どおりの 果が得られています。皆様のご に感 いたします。 

ＮＰＯ新中期経営計画と実績（その１） 



  

 

平成 24 ワークショップ運営ルールに関しては 1 をかけて し、受講 を次のようにしたこと
をＮＰＯ通信（第 23 号）でも報告いたしました。 

（１）受講  
  受講 は募 として下記の くとする。 
  会 員：12,000 円／１２回、10,000 円／10 回、6,000 円／６回 
  聴講生：13,000 円 14,000 円／12 回、11,000 円 12,000 円／10 回、 
      6,500 円 7,000 円／６回 

 会員の受講 は わりませんが、聴講生の受講 は拊 の 上げになります。これに関してはワークショッ
プ代表世話人の皆様から講座と同様に会員の優遇措置をとるべきだとの強い要望があり、何回かの話し合いを
経て決定いたしました。ワークショップは会員を中心として専門性を重視した継続的な学習を目的としており
ますので、会員優 の措置をとりました。聴講生の皆様のご をいただきたく、お い し上げます。 

「新百合特別講座」開催案内 
今 は 術 講座を実施いたします。1870 代の印象主義から ト印象派ならびに象徴主義

絵画を経由して、1910 代初めに 場する 象絵画への れを けます。講師の一味ちがう い
語りに、思わず時間を忘れるでしょう。多数の方々の参加をお待ちしております。     

開催日 ： 2012  ２月 ２日（木） １ ： １ ：３  
会 場 ： 新百合２１ホール 
テーマ ： 抽象絵画への誘い 
講 師 ： 本江 邦夫（多摩美術大学教授） 

今 も公開講座を実施します。受講していないが興味ある講座やワークショップの内容を 験してみませ 
んか。詳しい学習内容、実施日や会場は「公開講座参加者募集チラシ」でご確認下さい。また、アカデミー
受講経験のない知人をお誘い下さい。受講 は です。     

 公開日程 ： 2012  1 月１６日（月） １月２ 日（ ） 
 会  場 ： 生涯学習プラザ、新百合２１ホール 
 参加講座 ： 人間学講座・ワークショップ、政治・社会講座・ワークショップ、 

国際関係ワークショップ、いのちの科学講座、音楽Ⅱ講座、音楽Ⅲ講座、美術Ⅱ講座、 
経済講座、企業連携講座 

「公開講座」開催案内 

「2012  前期受講生募集説明会」開催案内 
初めて受講を希望する方を対象に講座・ワークショップの募集説明会を下記の日程で開催いたしま

す。アカデミーのあらましと講座・ワークショップの内容や し み方等をお話します。説明会は
です。事 し みも勘要です。まだアカデミー受講経験のない知人にお知らせの上、ご勧誘下さい。 

     
会 場 生  ミューザ川崎 多  中募  高  
日 程 1 月 26 日（木） １月 27 日（ ） 1 月 30 日（月） 2 月 1 日（水） 2 月 4 日（土） 
時 間 13:40 15:00 13:40 15:00 13:40 15:00 13:40 15:00 13:40 15:00 

実施会場 第 1 会議室 第 1･2 研修室 第 1 会議室 第 3･4 会議室 第 1･2 会議室 
 

平成 24 ワークショップの受講  



  

 

 

 

 

川崎学 まち歩き講座  ◇水曜日 午後１時  ◇野外     
3 月 11 日の大震災以来故郷(ふるさと)へ帰りたくとも帰れない多くの人々がいます。そして、それは

明日わが拴に起きうるかもしれません。今 故郷を中心としたまちを めて 歩き、学ぶ事が勪義 い
事かもしれません。 

川崎は、東京と横浜に挟まれ、それに埋没しかねない「まち」です。しかし、多くの人々が生活の基盤
とし、発 している「まち」です。そんなわがまちである川崎 とその 辺を歩きながら、川崎の地 ・
歴史・文化を知り学ぶ事がテーマです。川崎に み めて間もない人や川崎以勭に んでいる人には
ですが、なんといっても川崎が故郷、川崎に く んでいる人にとって勪義のある講座だと言えます。 

自分を ててくれた を自分の拒で歩いて、 て、その生い ちを知る、そんな機会はあまり多くはあ
りません。拊いこ は い や の向こう かりを ていて、自分の拒 の故郷のことにはあまり目が向
かなかったのではないでしょうか。 を重ねたからこそ えてくる故郷、それが「まち歩き」の です。 

そんな「まち歩き」を、郷土史の第一人者である 勹 生と 生と一緒に歩き、心地よい汗をかき
ませんか。 

講座・ワークショップ紹介 第４弾！ 

環境とみどり 講座  ◇木曜日 午前 10 時 15 分   ◇生涯学習プラザ/野外  
環境とみどり ワークショップ ◇木曜日 午後 1 時 15 分   ◇生涯学習プラザ/野外 
                         東京大学名誉教授 太田猛彦ほか     

本講座は、03 から地球 化のような ーバルな問題から、川崎 における ミや公害問題など
ーカルな問題を含めて、自然と人間が共生できる地球を次世代に引き継ぐために環境問題を総合的に勉強し
てきました。07 からは 田猛彦東京大学名誉教授を迎え、「低炭素社会」「循環型社会」「自然共生型社会」
という観点から「持続可能な社会」の形成を目指して、自然環境とみどりの問題を学んでいます。講師陣も
単独の大学では編成できない な ぶれです。大学レ ルの最新の環境講座ですが、 感 のやさしい
講座内容に努めています。 
 今期は、生 多様性の保全と地球 化の拌 を主テーマに持続可能な社会の拧 に関する最新の知 を
「講座」と「ワークショップ」で学んでいます。ワークショップでは、川崎 内の環境問題について、
として知っておくべき最新の情報を提 すると共に 辺の自然観 など、 て、 いて、実 につなげるこ
とも進めています。 に、 人ではなかなか 学できない環境関 の施勳、研 勰、企業などの 学も っ
ています。 
 この講座で勉強したことを活かして、地域において自然の保全、啓発、提言などにつなげる活動をする多
くの皆様方もワークショップに参加しています。また、地域の子どもたちに自然保護活動の楽しさも知って
もらうと同時に世代間の も っています。 
 2011 は東日本大震災という、自然の猛 を経験しました。また、地球 化につては COP-17 がまと
まりのない で してしまいました。大震災では 学技術が環境に拜えるものが、 だけでなくリ
クもあることが えてきました。今後は、環境と 学技術の問題、環境と経 の関 など、期待の拊 の講
師をま えてそれ れの持ち味を活かした ある講座にしたいと考えています。 
 環境に興味のある方々、是非本講座・ワークショップに加わって、拴 な問題を考え、 人を り、
活動に参加しましょう。 



  

 

 

『編集後記』 が に でたく き  一つ開きて初春はきぬ 
新 。 は 3.11 を めとした多 な でした。 も まり今 はアカデミーの なる 実に努めて

まいります。 
皆様のご多 を すると共にご をお いいたします。 

編集責任者：折居晃一、 田辺初子、 眞田 強、 笹子まさえ 

ＮＰＯホームページ http://npoacademy.jp 発 ：ＮＰＯ 人かわさき アカデミー 広報部 

地域協働講座 B「企業連携」  ◇ 曜日 午前 10 時 15 分  ◇生涯学習プラザ/野外 
《地域社会に貢献している川崎の会社と人々》      講師は会社の第一線マネージャーと代表 
 この講座は、工都川崎を支えている企業の最新技術及び独自技術を紹介し、川崎の 
未来を ると共に地域企業と との の場です。講座は座学と現地 学の編成で、 
初めて する会社の技術とその拸 の 成までの のりを経験者が語るとこ に  

を感 ます。全コマ なったテーマと講師なので きない講座です。 講師が地域 
人（社員）であることから、 しみ く、質問が ！企業と の から、お  
いの がふかまってきました。     

新技術で開発された今話題の 勴自動 や、その のしくみと 来の 望、世 一を ちとった ー ー 
コ     コン ュータ「京」の技術 と開発の 話、そして 8 間ね り いた日経 BP 社「日経 

W0MAN」主催のウーマン・オブ・ザ・イヤ-2011 大賞受賞の３Ｄテレビ開発など、工都川崎 
の が受講者に感動と 勴を拜えてくれています。多くの 技術や独自技術が生まれ  
いた川崎から、 ーバル社会を生き く を世 へ発信している勪勴 みも感 とれます。 

話題は尽きません。来期から多くの受講生ニーズに対応するため、アカデミーでは初めての 
みとして当日受講拐勧 を拗入します。定員も 140 人に拡大し木曜日の講座としてリニュー

アル します。川崎の を感 とってみませんか。 

地域協働講座 C「川崎のまちづくり」◇木曜日 午後 1 時 30 分  ◇生涯学習プラザ/野外 
《震災につよいまちづくりー川崎で大地震が起きたら》    防災ネットワークプラン代表 井上浩一他 

 川崎のまちづくりに 点を合わせた川崎学の一講座として、 され 
てきましたが から、地域 に重点を置き「地域 」講座の とつと 
して、デビューしました。平成 23 は 3.11 東日本大震災の未曾有の大被 
害という現実を直視し、「もし川崎に起こったら」という危機感から、課題 
と正面から向き合い「震災につよいまちづくり」をとり上げ、講座化したも 
のです。講師陣も学 経験者、拌災の専門 、ボランティア活動 、川崎  
の危機拻 室など多 でそれ れの 場から命題に く りました。 

 地震のメカニズムの話には講座参加者から「よくわかった！」の拨、危機拻 室の 員は川崎 の拌災計画
と起きた時の対 について、ボランティア活動 は地域の日拤の 活動との関 で「拌災まちづくり」を語り
ました。また、 ・ 辺を３ に分かれて歩き、まちの中にある危 や できる ットや施勳
について楽しみながら「 る目」を いました。地震が起こったらまず 
「自分の命を守る！」がテーマです。高い関心を反映して、毎回たくさん 
質問が出ています。 
 さて、講座の続編を 2012 期で ないます。いま大地震を まえ、 
各方面で地震規模や の想定の 直しが なわれています。この講座は 
そのような最新の情報・データを紹介するものになります。船上から川崎 

部と拌 を る現地 学も予定されています。 えあれ い し！ 
ご参加をお待ちします。 


